
国 外 実 態 調 査 報 告 書

テーマ  ：台湾における IT技術の利活用についての実態調査

ゼミ名  ：竹田 信夫 ゼミ

調査日  ： 2023年 9 月 4日（月）～9 月 7日（木）

調査先  ： 【台湾】台北市 他

授業科目名： 演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

参加学生数： 1 名（3 年生）、4 名（4年生）

調査の趣旨（目的）

台湾における IT 技術の利活用についての実態調査。

台湾における IT 技術の利活用は日本に比して大きく進んでいると言われている。実際にコ

ロナ関係の対策やワクチン接種等の対応について、日本がアナログに終始していたのに対

して台湾は DX 化の進展が進んでいることを様々なタイミングで見せている。

本調査では、Wifi 等の ITインフラの整備状況並びにその利活用の状態、電子マネー等の導

入の状態、人々の日々の活動の IT 化の状態について調査する。

調査結果

台湾における IT の利活用についての実態調査をおこなった。

初日に国民党の移動の際より開業している店舗の例として DX 化の進んでいない店舗の状況

について見学を行った。

2 日目には、2025 年に台湾政府が普及率 95%以上を目標として掲げている電子マネーの状況

について、午前中に台北市内のデパート等で実態を調査し、午後には新北市について調査し

た。その後台北市内の小規模店舗について調査を行った。

3 日目は台湾高鐵、台北捷運公司等の提供する公共交通機関における電子マネーの状況につ

いて調査をおこなった。また、故宮博物院を見学し、博物館における ITの活用事例につい

て調査した。

また戸外での活動に合わせて、Wifi やモバイル通信の状況について随時調査を行った。

初日は到着後 5 時間、翌日以降は 1 日 10 時間以上を調査に費やし、毎日調査の報告会を行

って、技術の実態や普及の状況について活発な討議を行った。


